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界にもちこまれる様になった ことなどが指摘される｡例えば Nielsenと 01esenは,- ドロンの構成要
素を結合するグルーオン場が,自発的対称性の破れに伴って有限な質量を獲得し,その結果- ドロンの構
成要素とグルーオン場を,限られた線状の空間内に閉じ込める可能性のあることを示した.またこのグル






















の有無, その際の場の伝播関数の構造の変化などについて くわしい分析を行なった｡ これらの研究結果
は,場の理論の発展に対して重要な寄与を与えるものということができる0
よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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